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事業の経過・背景・課題

事業名 教育支援センター加茂分室設置事業

　令和６年３月末時点、本市の不登校児童生徒数は、小学校で ９５名、中学校で１５５名となっており、年々
増加傾向である。そのため本市は教育支援センターを開室し、不登校児童生徒の学校復帰や自立を目指した支援
を行う。

木津川市 学校・家庭・
地域連携

その他

事業の成果・今後の展望等

〇個に応じた支援を行い不登校児童生徒の学校復帰や社会的自立を促すため、木津川市の地理的状況を
　踏まえ、加茂地域に新たに教育支援センターの分室を設置し、加茂地域に在住する不登校児童生徒の居
　場所を確保

　・教育支援センター及び学校とも連携しながら、分室を整備
　　（指導員の配置、分室設置に必要な備品の購入、児童生徒及び保護者への周知）

交付実績額: 2,884 千円

問い合わせ先 木津川市教育委員会学校教育課（0774－75－1230）

　加茂地域に分室を設置することで、加茂地域に在住する不登校児童生徒の居場所ができるとともに、保護者に対
しても支援を図ることができた。
　引き続き、不登校児童生徒の居場所を確保するとともに、個に応じた支援を行い、不登校児童生徒の学校復帰
や社会的自立を促す。

取組内容

学校

教育支援センター高の原教室

教育支援センター加茂教室

（今回新設）


